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魯 迅 と 郁 達 夫

ヴ ェ ・ヴ ェ ・ペ トロ フ

川 上 久 寿 訳

周知 の とお り魯迅 は20～30年 代 に お け る 中 国 の文 学 運 動 で 目ざ ま しい

役割 をはた したが,魯 迅 と他 の作 家,各 種 の文 学 雑 誌,グ ル ー プ,団 体 との

関係 を研 究 した ものは まだ不 充分 であ る。本論 の 目的は魯迅 と郁達夫(1896

～1945)と の 関 係 の経 過 を た ど る こ と,主 と してふ た りの 作家 の1927～1933

くユラ

年におけ る協力関係を特徴づけることにある。

喜迅 と郁達夫は1923年 に北京で知 り合った。『魯迅 日記』に郁達夫の名
(2)

がは じめて現われるのは1923年2月17日 である。郁達夫は招かれて北京大
(3)

学で講義す るため,1923年9月 に 北京に着いた。 かれは 当時北京大学で講
　の

義 していた魯迅 と再三会 っては話 しを している。後 日魯迅はその模様を こう

書いた。

「私は大分前に郁達夫氏 と知 り合いになった。かれの容貌には 『創造社』

らしきものが見えないので,私 はかれ と顔をつきあわせても気軽に話 しがで

きた。文学論ではわれわれの意見は一一致 しなかったかもしれない。 しか し二
くの

人の会話は多 く漫談にかぎられていた。」

実際のところ,魯 迅は北京で郁達夫に会って もそれで直ちに協力 しあ う

ようになったわけではない。それはおそ らく郁達夫が 『創造社』に入りてい

たことが多 くの理由となろ うが,魯 迅は自らいっているように 『創造社』の

人凌 を避けてかかわ りあいた くなかったのである。'とい うのは,そ の指導者

のひとり成彷吾の 『咽賊』攻撃があったばか りでなく,か れ らのもちあわせ
くの

ているr創 造社的』熱狂ぶ りのせいである。郁達夫には魯迅をブルブルさせ
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る,そ うい う嫌 味 が なか った 。 そ の ため文学上 の考 えを異に しなが らも,上

に引いたよう弦魯迅と部津夫はお互いに理解 しあえ牟のである。北京時代の

魯迅 と郁達夫の対話につ き何 らかの疑問をさしはさむ根拠はない,し か しそ

れ と同時に,魯 迅 と郁達夫が文学にかんする討論や,あ りうる協力を全 くし

なかった と考えるのはあまりに単純す ぎるだろ う。た とえば,新 らしい中国

文学の将来を思 うふた りの作家はあた りまえの ことだが,新 進作家育成の し

かたを考えていた。

1927年1月30日 に郁達夫は書いている。 「34年前のこと,私 は北京で

魯迅 と何回か話 しを した ことがあ る。われわれは何人かの同人を集め ようと

し,い っしょになって新 らしいす ぐれた雑誌を捜 し出 しては しらべ ようとし

た。 そ してその うちにいい 作品をみつけると推薦 しては 知 り合いになった

が,そ れはまだ 無名でいる多 くの若い作家に 注 目されていることを 自覚さ

せ,創 作には りをもたせるためだった。その後仕事の関係で私は北京を去っ

た。そ してこの提案もシャボン玉のように消えて しまった。だが魯迅はあい

変 らず暇をつ くっては志を同 じうす る何人かの仲間 とr未 名叢書』やr烏 合
　わ

叢書』を出 した……」

1925年 のは じめに 郁達夫が 武漢に向け 出発 してか ら,魯 迅 との出会い
くの

は稀 あ るいは 偶然 なもの とな った。1926年 末,魯 迅 が 度 門 か ら 広 州 へ移 っ

くの

た とき,そ の頃 広 州 か ら上海 へ い った郁 達夫 と手紙 のや りと りを してい る。

1927年 の10月 に は魯 迅 と郁 達 夫 との つ きあ い が また もは じまった。 魯迅 が

く　の

広 州か ら着 いた3日 目に 二 人 は会 って い る。 そ の後1928～1929年 の 間 魯迅
くの

と郁達夫 との交友がつづ く。郁達夫は しば しば魯迅の家を訪れ,王 映霞とい
く　ハ 　　の

っ しょにゆ き,お 互 い に本 を贈 りあ っ てい る。 『北新書局』 と交渉 し,自 分
く　の

の著作権をまもるために訴訟をおこしてもいる。魯迅 と郁達夫の友情は文学

上の協力に絶好の条件をつ くりだ した。魯迅はこういっている。 「……こう

して知 り合 うことになった,時 として私が何かの原稿をもとめ ると,か れは

きまって約束 どお り送ってよこした。かれのほ うか ら何か求め られ ると,私
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はむ ろん気楽 にひ き うけ て,何 か 書 け るだ ろ うと承 諾 した ものだ った……」

『語締』 と 『奔 流』を編集 して いた魯迅 は郁達夫を この雑誌の仲間 にひ き

入れた。 郁達夫は 『語締』に1927年12月 か ら1929年1月 まで 自分 の 作 品

を のせ,『 奔 流 』 に は1928年6月 か ら1929年12月 まで 作 品 を 書 い た。 かれ

は 『語 締 』に 何篇かの 雑文 と トー一一・マス ・バ ーデ ィ(1840～1928)の 翻 訳 を

2篇 一 芸術 に か んす る覚 え書 の断 片 『生活 と芸術 』(『恰 提 翁 的 意 見零 拾 』)

(第4巻 第1号,1927年12月17日)と 『なぜ 戯 曲 を 書 け な いか 』(『恰 提 翁
で　 　

為什 仏不写戯劇 』)(第4第 第3号,1927年12月31日)一 を 掲 載 した 。 『奔

流 』 の執 筆 者 の うちで郁達夫 は最 も積極的な ひと りだ った。 かれ の翻訳で活

字 にな ってい るものは,ツ ル ゲ ネ フの講 演rハ ム レ ッ トと ドン ・キ ホ ーテ』
くの

(『Hamleb和DonQuichotte』)(第1巻 第1号,1928年6月),ド イ ツ の ル

ドル フ ・ リソ ダ ウ の 小 説 『幸 福 の 振 子 』(『 幸 福 的 梶 』)(第1巻 第1・2号,

く　　ラ

1928年7・8月),英 国 の心 理 学 者 の本 の一 部,ハ ヴ ェロ ッ ク ・エ リス の 『新

ら しき魂 』を 作 品化 した 『イ プセ ソ につ いて』(『伊 李生論 』)(第1巻 第3
く　

号,1928年8月)の 翻 訳,ド イ ツ の 作 家 フ リー ドリッ ヒ ・ゲルシテ ッテル

の 『ゲル メルハ ウゼ ソ 村 』(『蓋 黙 爾 斯 呵 護村(慶 嘘 的 一 夜)』)(第1巻 第6

く　の

号,1928年ll月),ゴ ー リキ イ の 『トル ス トイ の 思 い 出 』(『記 託 爾 斯 泰 回
く　　

憶 雑 記 』)の 一 部(第1巻 第7号,1928年11月),ア イ ル ラ シ ドの オ フ ラ ェ

(22)

ルテ ィの小説 『無宿者 』(『浮 浪 者 』)(第1巻 第9号,1929年3月),ア メ リ

カの女 流 作 家 メ リ ・ウ ィル キ ソス の 小説 『ニ ューイン グラン ドか ら来 た尼

　　

僧』(『一 位 紐 英 格 蘭 的尼 姑 』)(第2巻 第1号,1929年3月),フ ィン ラ ン ド
くヨの

作家 ユハニ ・アホ の 小説 『残骸 』(一 個敗 残 的 康人 』),文 芸 学 者 フ ェ リック

ス ・ポ ッペ ンベ ルグの 著者の 一 部を訳 した 『アホの芸術』(『阿河 的 藝 術 』)

く　らラ

(第2巻 第5号,1929年12月)な どが あ る。

郁 達 夫 の ほ うで は1928年 に で きた 『大 衆 文 芸 』 に 魯 迅 の協力 を 依頼 し
くをの

ている。魯迅はこの雑誌に翻訳をわた して印刷に付 したが,ど の翻訳に も簡

単なあとがきを書いて作者の生活と作品を読者に紹介 した。 『大衆文芸』の
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第1号 は 魯迅 訳 ミハ イル ・ゾ シチ ェソ コの 『女貴族』(『貴家 婦 女 』)(第1巻

第1号,192・8年9月)を 掲 載 し,す ぐそ の後 ひ きつ づ い て 魯迅 の 何篇か の

翻 訳 ものせ られ た。かれは 『大衆文芸 』のために ア レクサ ン ドル ・ヤ コヴ レ

rフ の 『農 夫 』 とr10月 』 の 最初 の3章(第1巻 第3号,1928年11月,第

5・・"6号,1929年1・2月),コ ン ス タチ ン ・フ ェー ジ ソの 『果 樹 園』(第1巻

第4号,1928年12月),フ ラン ス の シ ャル ル 。ル イ ・フ ィ リップ(1874～

1909)の 小 説 『人 喰 い の 話』(『食 人 人 種 的 話 』)(第1巻 第2号,1928年10

月)を 翻 訳 した。

1?23年12月,魯 迅 がr語 緕 』 か らは な れ る と 郁 達 夫 は この雑誌に書 く

のをやめ,1929年ll月 に郁 達 夫 が 『大 衆 文芸 』 を とび だす と 魯迅 の協力 も

お しまいにな った。1928年 か ら1929年 に か け て の二 人 に きわ だ って い るこ

とは,外 国 作 品 の翻 訳 に 尽 力 し,何 とか して 自分 た ちの 雑 誌 『奔 流』 と 『大

衆文芸 』を通 じて中国人 に外 国文学を紹介 しよ うとい う使命感を感 じていた

ことであ る。 こ うい う共通 の創作 目的が魯迅 と郁達夫 を近づけ させた ことは

疑 いない。それか らまたかれ らが北新書局 と共に協力 しあい,こ の書 局 が 出

して い た雑 誌 の 『北新 』に書いていた ことにも注意 す る必要が あ る。

革命文学論争 の時,郁 達 夫 は 魯迅 の側 に立 って,か れ を援 助 した 。鄭 亜

明 は こ う書 いてい る。「『創造社』 と 『語緕』 との間に論争が起 った とき,か

れ(郁 達 夫 一 ペ トロフ)は 魯 迅 と手 をに ぎ りあ った が,そ れ に よっ て さ ら
　ヨの

に よく魯迅 とい うひ とを知ったようだ。」郁達夫は魯迅 とおな じく,必 要なば

あい不必要なばあいを とわず,軽 薄にも 『革命的』言辞を弄 している論争者
く　 ラ

たちに対 して否定的だ った し,そ の前衛ぶ りと魯迅にたいす る根も葉 もない
　　 ラ

攻撃のため1927年 には もう関係を 絶 ちきっていたr創 造社』を批判 した。

郁達夫は作家 としてこれ らの攻撃にたいし,自 分の全 く確かな魯迅評価を対

置 してい う。 「も し作品の深み と完整 さか らいえば,か れは中国の作家の う

ちで第一等だ と私は常 日頃思 っている。過去 も現在もそ して未来においても
(30)

私の考 えは変 らないだ ろ う……」4年 半後 に バ ーナ ー ド ・シ ゴ ・が上海 を訪
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れた とき,郁 達 夫 は誇 ら しそ うに 書 い て い る。 「幸 いに も中国にはバ ーナ 幣
く　リ

ド・ショーと並び うる魯迅がいる」 と。

1930年2月,魯 迅 と郁達夫は中国自由運動同盟の創立者となった。 これ

は民主的な機関で進歩的インテ リを結集 して,書 籍雑誌大衆組織の禁止,き

び しい検閲,出 版社 と大学の閉鎖に反対 して,言 論出版集会の自由のためた

たかお うとす るものだった。同盟の創立総会は1930年2月15日 上海で開か

れた。2月16日 の 新聞には 『中国自由運動同盟宣言』がのったが,そ の署
くさわ

名者の冒頭には郁達夫と魯迅の名が見えた。

1930年3月2日 には 上海で 中国左翼作家連盟がつ くられた。 当時公表
く　の

された創立者名簿には魯迅 と郁達夫の名がのせ られていた。 しか し中国の文

芸学者丁景唐のいうところによると郁達夫は3月2日 の創立総会に出席 して
くきめ

いない。かれの名が創立発起人名簿にあるのは魯迅の提議による。 これに よ

っても明 らかなように魯迅は事実上広汎で影響力のつよい左翼の文学戦線を

つ くることに鋭意力をそそいでいた。かれは郁達夫を革命文学の利益になる

味方陣営のものとみな し,革 命の組織に引き入れようとした。 したがって,

この有能な作家の誤ちと挫折に対 しては理解の眼をもってす るように訴えた

のである。魯迅 と郁達夫を 『創造者』の面 々ともども左翼作家連盟に加入さ

せたこと,特 に魯迅が郁達失を推薦 した ことは トロツキス トの王独清をひど

く立腹させた。 かれは1930年9月 に 郁達夫のことを 「とうの昔に屍にもひ

としくなっている」 と書いていた し,ま た魯迅が左翼作家を説得 して 「郁達
く　 　

夫のデカダンはゆるせる」 と同意させたのだとも書いていた。

王独清の考えは事実に反 している。魯迅が郁達夫に好意をいだいていた

し,か れの才能を高 く買っていた ことは事実である。 この親交は一例をあげ
く　

ると 『どの ように書 くか』(『急仏写』)と い う雑文にあ らわれている。 かれ

は広州で出ている反動的な国民党の雑誌 『迭祥倣』(『こうしなさい』)に掲載

の 『郁達夫先生 もういいよ』(『郁達夫先生休　』)とい う文章の郁達夫攻撃か
くき　　

らかれを庇った。この攻撃は郁達夫の 『方向転換を した時』(『在方向轄換的
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途中』)が 現われた時に 行なわれたものである。 郁達夫の考えでは,1925～

1927年 の国民革命は 「マルクスの階級斗争理論の具体化」であ り,中 国の革

命運動は大衆によらねばな らず,個 々の英雄を 目標にす るのではないという

ことだった。『迭祥倣』(『こうしなさい』)の 編集者たちはいかにも不気嫌の

態で,郁 達夫の書いた ものは 「有害であ り」 「分裂を教唆す る」 ものと 断 じ

た。 これにつき 魯迅は書いている。 「私は何回も郁達夫先生 と会 っている

し,何 回も話 し合っている。そ してかれが落着いた温厚な人柄であって,人
く　 　

や国に害毒をあたえるような人物ではないとい う印象をもっている……」

郁達夫にたいする不当な非難を弁護 しなが らも,魯 迅はあ らゆる文学作
(40)

品に自伝性は避けがたいという誤 った考えがみえる郁達夫の 「日記文学」に

賛成 しかねる旨をはっきりといっている。葦素園が ゴーリキイの 『トルス ト

イの思い出』の翻訳にかれの意見を書いてよこしたとき,魯 迅は郁達夫のこ

の翻訳の批評をやめず,葦 素園の手紙を引いてr奔 流』の普通号のあとがき
　 ラ

にのせた。魯迅は郁達夫を支援 し,か れの挫折には理解をもってのぞむべ き

であると考えたが,そ の支援も王独清が断言 しようとした ようには決 して無

原則なものでなか ったのである。

明 らかに,魯 迅は郁達夫を中国の自由運動同盟 と左翼作家連盟にひき入

れるために決定的な役割を果 したのではない。かれは 「自分の行動……自分
　　 ラ

の愛 と憎 しみで 郁達夫をはげました。 魯迅は郁達夫に力をあたえた。」残念

なことに魯迅とちがって郁達夫は私事にかかず りあって或る期間創作の積極

性を失 って しまい,創 立の時には熱 心に支持 した二つの機関で も事実上は活

動を しなかった。 この時期の 郁達夫の心境は1930年4月3日 に書いたr大

衆文芸』の編集者への返信にあ らわれている。つ まり郁達夫は文学の名に値

するものは何も創作 しない,ま ともな生活はな く,生 きているのではなく存
　る　　

在 してい るのだ とい ってい る。そ の うえ,こ う もい う 「私 は作 家 で あ っ て,

戦 士 で は な い。」1930年11月,左 翼 作 家 連 盟 は 「組 織 内 に ま ぎれ こんだ反動
くるの

分子の清掃」を行ない不活動を理由に郁達夫を除名 した。
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郁達夫は左翼作家連盟から除名されながらも革命文学とは縁をきらず,
く　

魯迅 との交友は誠実なものだった。 これについては魯迅 と郁達夫二人の個人

的な関係を特徴づける 多 くの事実がある。1932年 の2月 か ら郁達夫はまた
く　 ラ

も魯迅 を しば しば訪 れ るよ うにな った。1932年10月2日 魯 迅 は郁 達 夫 に フ

ァジ ェーエ フの 『壊滅』 の翻訳 と自分 の 『三間集』,そ れ に 曹 靖 華 訳 セ ラ フ

ィモ ヴ ィチ の 『鉄 の流れ』(『鉄 流 』)を 贈 っ てお り,郁 達 夫 は 魯迅 に 『達 夫
ロわ 　る　

自選集 』を贈 っている。 魯迅は郁達夫 の もとへ何 回か いった。1932年12月
(19)

31日 かれは郁達夫のために詩を二首つ くっている。 『無題』(洞 庭に木の葉

落ちて楚 の空高 し……)と 『客のとがめに答える』(『答客請』非情なるもの
(50)

必ず しもまことの英雄ならず……)が それである。中国でみなされているよ
く　

うに魯迅は この二首を 書きなお して1933年1月10日 に 郁達夫に 贈 った。

1932年12月 に郁達夫は魯迅を引き入れて 上海の新聞 『申報』副刊の 『自由

談』に執筆させ るため魯迅と交渉を している。魯迅が承諾 したとき郁達夫は
く　　

最初r自 由談』の編集者黎烈文への紹介者になった。

魯迅は郁達夫の作品をひろめるために 力をつ くした。 魯迅 は1932年5
くうの

月22日 付,日 本の作家で中国学者の増田渉宛書簡で,こ うい う作品を 『世界

ユーモア全集』のために訳 した らとすすめているが,そ れには郁達夫と張天

翼の作品に注 目す ること,特 に 「ユーモアも少 しくある」 とみな した郁達夫
く　 ラ

の 『二詩人』をあげている。増田渉がこの提言を うけいれて 『二詩人』の翻

訳に とりかか り難か しい個所にぶっつかると,魯 迅は 自ら郁達夫に必要な説
くうの

明を求めてはかれを助けた。

魯迅 と郁達夫の友情は 黄色刊行物の 注意を引きつけた。1933年 に上海

の反動新聞 『大晩報』が張若谷のrボ ヘ ミアン』(『婆漢迷』)を のせは じめて

上海の文学者の悪 口をたたいたが,そ の うち羅無心(羅 の薄情者)で 魯迅を
(56)

郭得富(郭 のたんまり儲け屋)で 郁達夫をあてこす っていた。

郁達夫が魯迅 とともに中国の進歩的インテ リの政治活動を支援 したこと

を証明す るもろもろの 事実には 特別な意味がある。1932年1月 魯迅 と郁達
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夫は日本帝国主義の 侵略に 抗議 した 「上海文化人による 全世界への アピー

ル」に署名 した。 署名 したのは43名 の文化人で,そ のアピールは 『申報』

その他の上海の新聞に掲載された。それには 「帝国主義の中国分割に反対,
く　

中国人民の圧迫に反対,日 本帝国主義に反対」が 宣言されていた。1932年

12月 に55人 の進歩的作家が ソ連 と中国の国交回復のために人民委員会議 と

全 ソピェ ト人民に電報を打った。電報には特にこうい う言葉があった。 「わ

れわれは ソビエ ト人民が社会主義建設に全力をつ くしていること,人 類の高

い理想を英雄的に実現 していることに歓喜 している。わが国の庶民 もいまや

ソ連が平和 と喜びの国であることを知っている。文化工作者たるわれわれは

特に社会主義文化におけるソ連文化工作者の偉大な成功 と偉大な貢献を讃え
(58)

る……」電報の署名者のなかには魯迅 と郁達夫の名があった。

く　 　

1933年1月 魯迅 と郁達夫は 中国民権保障同盟の設立を支援 した。 魯迅

は同盟の 指導的機関に 選ばれた。 郁達夫は 新聞に 『非法 と非非法』(『非法
く　り

与非非法』)を 書いて 同盟を援護 した。 それは同盟の北京支部にたいする反

動権力の迫害に 抗議 したものである。 以上の事実に より1932～1933年 の魯

迅 と郁達夫は革命 と民主主義のためにたたか う戦列にあった と結論できるだ

ろう。

1933年 のは じめ 郁達夫は 上海か ら杭州に移 り住んだ。 この反動の要塞

への転居が どんなにひどい圧迫をもた らすかをよく知っていた魯迅は 『阻郁
　 く　

達夫移家杭州』(『郁達夫の杭州転宅を思いとどませる』)の詩を書いて上海に

とどまるよう説得 した。その後の事態が しめす ように魯迅の危惧はあや まり
(62)

でなかった。 郁達夫は後 日 『回憶魯迅』でこう書いている。 「かれ(魯 迅一

ペ トロフ)は この詩を解説 して,杭 州の諸党派のボス連のいわれなき圧迫を

いお うとしたのである。 しか し私はかれの警告を意に介せず杭州へ移 り住ん

だが,そ の結果はかれの予想 どお りで,国 民党委員会のある先生のために家
く　

庭の破滅にまで追いや られたのだった。」

杭州移転後の郁達夫は魯迅 と会 う機会がめったにな く,た だ上海へいっ
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(a4)

たときにだけ魯迅のところへ しば しばいっている。二人の作家は以前のよう

に民主的な雑誌,た とえば 『文学』で協力 しあったが,ま たも二人の間には

現代社会における文学の使命にたいする考え方のちがいが次第にあ らわれは

じめた。た とえば,魯 迅は林語堂の雑誌 『人間世』や 『宇宙風』が主張 した

『娯楽文学』を批判 したが,郁 達夫のほ うはこれ らの 雑誌によろこんで書い
(65)

ていたのである。魯迅 と郁達夫が芸術的に同格にせ よ,気 質でも思想 ・創作

上の観点でも異質であることを詳述す る必要はない。 しか し歴史が しめす よ

うに以上に述べたかれ らの相互関係,民 主主義 とヒューマニズムの理想,国

内の抑圧者 と帝国主義にたいす る憎 しみ,文 学への誠実な奉仕,こ れ らがつ

いにこの非常に異る作家をひとつに して,そ の友情 と協力をささえる前提 と

なったのである。

注(1)魯 迅 と郁達夫 の相互 関係につ いては,曾 隼鵬 と萢 伯群の 「郁達夫 論」(「人民文

学」,1957年,5・6月 合刊)に 若 干述べ られ てい る。 しか し,残 念 な ことに不確

実 な個所 が多 い。た とえば198頁 には郁達夫が 魯迅 とい っ しょに 『奔流』 の編集

にたつ さわ った とあ るが,実 際 は この雑誌 の編集には 関係 しなか った,な どその

一 例で あ る。

(2)r魯 迅 日記 』,北 京,人 民文学 出版 社,1959年,(以 下す べてr魯 迅 日記』 とす

る)上 巻,442頁,こ の 日に魯迅 と郁達夫 は 魯迅 の弟周作人 の も よお した宴 会で

会 ってい る。1923年2月27日 魯迅 は郁達夫 の 返礼 の宴会 に 出て,1923年2月

28日 に郁達夫 の手紙 を も らってい る(同 上)。

(3)r56年 代 創作生活 的回憶」,1927年,郁 達夫全 集,第3巻 上海,北 新書局,

1931年(第7版),9頁,お そ ら く1923年2月 に郁達夫 は上海か ら北 京へ短期間

や って来 て 『創造社』 の仕 事を したのではなか ろ うか。

(4)1923年 の 『魯迅 日記』 には次の ような記録 が あ る。11月15日 に郁達夫が 魯迅

を訪れた(上 巻,464頁),11月22日 には1923年10月 出版 の 『蔦羅 集』を贈 呈

してい る(上 巻,465頁)。12月26日 に魯迅を 訪れ 『創造週 刊』 半年彙 刊を贈 り,

魯迅 か らは 『中国小説史略』 を も らってい る(上 巻,468頁)。1924年 にかれ らが

往来 して会 ってい る ことは 『魯迅 日記』 の 次の記録で 確認 され る。4月30日,

6日15日,7月3日,11月2日 と20日,12月15日 と25日(上 巻485,491,

493,505,507,510,511頁)。
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{5)魯 迅 全 集,第5巻,北 京 ∫ 人 民 文 学 出版 社,1957年,3頁 。

(6)同 上 。.

(7)郁 達 夫,「 世 界 日報 』 副 刊 編 集 者 へ,(給 世 界 日報 副 刊 編 者),郁 達 夫 全 集,第4

巻,上 海,北 新 書 局,1929年.127～128頁 。

(8)『 魯 迅 日記 』 に よ る と,郁 達 夫 の 魯 迅 訪 問 は,1925年12月24日(上 巻,549

頁)と1926年7月31日(上 巻,585頁)で あ る。 郁達 夫 は この2回 短 期 間 北 京

へ 行 き,第1回 は 武 漢 か ら2回 目は 広 州か らい った もの と 思 わ れ る。1926年6

月か ら8月 へ か け て の 郁 達 夫 の 北 京 旅 行 に つ い て は郁 達 夫 のr日 記九 種 」,上 海,

"一 北 新 書 局
,1927年.1頁 を 見 よ。20年 代 の 郁 達 夫 の 生 活 と創 作 の 詳 細 に つ い て

は,次 の 本 が あ る。AnnaDole2alova-Vlこkov6.RemarksontheLifeand

WorkofYUTa-fuuptol930."AsianandAfricanstudies,"1965,1、

PP.53-8α

(9)『 魯 迅 日記 』 上 巻,595頁(郁 達 夫 の短 信 を 受 け と った とい う1926年10月29

日付 の もの)と601頁(1926年12月21日 付 の もの)こ れ は 郁 達 夫 が 広 州 を 出発

す る前 夜 の12月14日 に だ した 手紙 。

ao)1927年10月5日 李 小 峯が 魯 迅 の上 海 到 着 に 敬 意 を表 して も よお した 食 事 の席

で 客 とな り,ま た 翌 朝 郁 達 夫 は そ の後 ま もな く,か れ の妻 とな った 王 映 霞 と と も

に 魯 迅 を 訪 問 す る(「 魯 迅 日記 』 上 巻,639頁)。

ODr魯 迅 日記 』 上 巻,664～696頁(1928年)及 び 下 巻709～745頁(1929年),郁

達 夫 は 総 計で1928年 に55,1929年 に50の メ モを あげ て い る。

⑫ 『魯迅 日記 』 上 巻.643,667.670,671,675頁 等 。 た とえ ば1930年1月9日

魯 迅 と許 広 平 は 郁 達 夫 と王 映 霞 の間 に 子 供 が 生れ た お 祝 い に二 人 に 贈 物 を して い

る(下 巻,761頁)。

⑯ た とえ ば 『魯迅 日記 』 上 巻664頁,1928年2月12日 郁 達 夫 は ハ ム ス ンの本 を

魯 迅 に 借 り,ブ ー ニ ソの本 を 魯 迅 に贈 った 。1930年1月20日(原 文 の ま ま,26

日の ミス プ リ ン トと思 わ れ る一 訳 注)郁 達 夫 は 魯 迅 の と こ ろへ 行 き 『達 夫 代 表

作 』 を 贈 呈 した(下 巻,762頁)。

aの 『魯 迅 日記 』 下 巻,735頁,1929年8月25日 と28日 付 。

㈲ 魯迅 全 集 第5巻,北 京,人 民 文 学 出版 社,1957年,4頁 。

㈹T.Hardy."LifeandArt"と"WhyIdon'twriteplays?"``ThePall

Mal1Gazette"よ り,1892年8月,31頁 。

(1Tツ ル ゲ ネ フ は この講 演 を1860年1月10日 に 貧 困 な 文 学 者 と 学 者 救 援 会 の た

め の 公 開 講i演会 で 行 な った 。 郁 達 夫 は これ を ドイ ツ語版 のIwanTurgenjew's

ausgewahlteWerke.AutorisierteAuf]age,Hamburg(1869)か ら訳 した 。
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(1⑳R.Lindau.(1829--1910),"DasGIUckspendel"(1909).

〈19Ellis.HenryHavelock(1859-1939),``NewSpirit・"(1890).t

⑳Gersticker.FriedrichWilhelmChristian(1816-1872)."Germelshausen."

⑳ 原 文 は 「レフ ・'トル ス トイ」,翻 訳 は ア メ リカ版 のB・WHuebsch'a"Remi-

niscencesofTolstoy"(1920)byGorky,transl.byS.S.Kotelianckyand

LeonardWoolf;郁 達 夫 は この翻 訳 の 後 書 きで ゴー リキ イ を 賞 讃 して い る。

幽O'Flaherty.Liam(P.1897),"SpringSowing"(1924)中 の"TheTramp"

翻 訳 に は 夏 秦 帯 が 加 わ った 。

㈱9Wilkins,MatyEleonor(Freeman,1852-1930).ANewEnglandNun,"

"ANewEnglandNunandotherStories"(1891
,1920)所 収 。

⑳Aho,Juhanni(Brofeldt,Johann,1861-1921)."Einwrack"``Das

skandinavierbuch,"Josefsingerverlag,MaxGrel1編 集 所 収 。

(25)Poppeneberg.Felix.``NordischeportratesausvierReichen"郁 達 夫 は

この翻 訳 の 短 い後 書 きに こ う書 い て い る。 この 本 は 魯 迅 か らも ら った もの で,翻

訳 をす す め られ て と て も気 持 の よ い 依頼 だ った 」(「奔 流』 第2巻 第5号,1929年

12月,811頁)。

㈱1928年9月20日 か ら1930年6月1日 まで 毎 月 上 海 へ い った 。 最 初 は 郁 達 夫

と夏 莱 帯 の 編 集,1929年11月 か ら陶 晶 孫 編 集 。

伽 匡 亜 明,達 夫 印 象 記,賀 玉 波 編r郁 達 夫 編 」,光 華 書 局,1932年 ∫17貢 。

㈱ 郁 達 夫 が1928年8月8日 に書 き 『語 練 」(1928年8月13日,第4巻,33号)

に発 表 した 雑 文 『革 命 広 告 』 を 見 よ。 これ は8月10日 に 魯 迅 が 書 い た 同 じ題 の

雑 文 とい っ し ょに の った もので,魯 迅 の選 集 や 全 集 で はr革 命 珈 瑳 店 』 の 題 が つ

い て い る。

㈲ 郁 達夫 が 『創 造 社 』 との 決 裂 を は っ き りと宣 言 した の は1927年8月15日 上 海

の 新 聞 『申報 』 と 『民 国 日報 』 にお い て で あ る(曾 隼鵬,萢 伯 群,郁 達 夫 論,『 人

民 文 学 」,1957年,第5・6号,198頁 。

⑳ 郁 達 夫,社 会 に た い す る態 度(対 干 社 会 的 態 度),「 北 新 」,第2巻 第19号,

1928年8月16日,41頁 。

⑳ 郁 達 夫,・ ミー ナ ー ドシ ョウ ・と ゴ ル ス オ ル シJ評 論(1933年2月1日),全 集

第7巻,上 海,北 新 書 局,1933年,127頁 。

幽 『萌 芽 』 第1巻 第3号,1930年3月.272頁 。

團 『招 荒 者 』 第1巻 第3号,1930年3月,1129頁 。

⑳ 中 国 現 代 文 藝 資 料 叢 刊第1輯,上 海,上 海 文 芸 出版 社,1962年,157頁 。

㈲ 『創 造 社 論 』 黄 人 影,上 海,光 華 書 局,1932年,19頁 。
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㈲ この文章 は 『葬原』(第18・19号,1927年10月10日)に 発表 された。

鋤r迭 祥倣』第7・8号,1927年6月20日 。

㈱ 『洪水』第3巻 第29号,1927年3月16日 に発 表。

㈲ 魯迅全 集,第4巻,北 京,人 民文学 出版 社,1957年,19頁 。

ω 『洪水』第3巻 第32号,1927年5月1日 。

QD『 奔 流』第1巻 第10号,1927年4月20日 。

働 曾隼鵬,萢 伯群,郁 達夫論,「 人民文学 』,1957年,第5・6号,195頁 。

㈲ 『大 衆文 芸』第2巻 第5・6号,1930年6月,1582～1583頁 。

ω 『紅 旗 日報」,1930年11月22日 付,第91号,ll月16日 に開れ た 中国左翼作

家連盟第4回 全体会議 にか んす る通報 がその第2面 に掲載 されたが,郁 達夫 の除

名 はそれ にの ってい る。 『紅 旗 日報』 は党の機 関紙だ った。 郁達夫 の連盟 除名 と

い うことは,初 期 の連盟を指導 していた左傾 セ ク ト主 義路線 のあ らわれ と しかみ

られ ない。

㈲ 郁達夫 の除 名約2週 間後 の1930年11月28日 に郁 達夫 は魯 迅を訪問 した。「魯

迅 日記』下巻,797頁 。

㈲r魯 迅 日記』下巻,864頁 か ら957頁 。1932～1933年 の 日記 。

㈲ 同上,下 巻,883頁 と922頁 。

同上,下 巻,864,879,888頁 。

㈲ 同上,下 巻,899頁 。

詩 の原 文は 魯迅 全集第7巻,北 京,人 民交学 出版 社,1958年,154頁 を見 よ。

6D『 魯迅 日記 』下巻,910～911頁 。

働 魯迅 が 『自由談 』に載せは じめた のは1933年1月30日 か らで あ る。

㈲ 増 田渉(1903年 生れ)現 代 中国文学 にか んす る著作が 多い。多 くの大 学で講義

してお り1956年 か ら大阪市 立大 学教授。1931年4月 か ら12月 まで上海 にいて,

しば しば魯迅 の家 の客 とな った。魯迅 とともにそ のr中 国小 説史略 』を読 み 日本

語訳(r支 那小説史」,1941～1942年,2巻 本)の 準備を した 。 増田渉は(r阿Q

正伝」,1946年)そ の他魯迅作 品の翻訳者(「 魯迅 の印象」,1948年)の 著者 とし

て名 高い。

働r魯 迅書簡 補遺 」,上 海.上 海 出版公 司,1952年,141.143頁 。 つ いで なが ら

な お この小 説で は王 独清が嘲笑 され てい る。

㈲1932年7月16日,魯 迅 は増 田渉 の手紙 を うけ とるな り早速 郁達夫宛 に便 りを

出 した。7月18日 にかれ の返事が あ り,そ の 日に増 田渉に 手紙を書 いて解 説 し

て い る。(r魯 迅 日記」,下 巻,880頁)。

㈲ 魯迅全 集第5巻,北 京,人 民文 学 出版社,1957年,483頁 。
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6ib沈 鵬 年,魯 迅 研 究 資料 編 目,上 海,上 海 文 芸 出版 社.1958年,488頁 。

『文 学 月報 」,第5・6号,1932年12月15日,255頁 。

郁 達夫が民権保障 同盟 に加 入 した年 につ いては間違 った こ とを述べ てい る人が

い く らか い る。た とえば葉丁易 は 『達夫選 集』(北 京.開 明書店,1951年,14頁)

で1932年 とな し,曾 鵬 隼 と萢伯 群は 『郁達夫 論』(「人民文学 」、1957年,第5・

6号,198頁)で1929年 と して い る。実 際は民権保障 同盟が創 設 された のは1933

年1月17日 で あ り,当 時 の上海 の諸新 聞はその宣言を のせ た。

㈹ 郁達夫全集,第7巻,上 海,北 新 書局,1933年,141～143頁 。

㈹ この 詩は1933年12月30日 の作で あ る。 原 文は 魯迅全集,第7巻,北 京,人

民文学 出版 社,1958年,162頁 。

㈱ 郁達 夫のr回 憶魯迅 』は最初r宇 宙風』(第1号,1939年3月1日)に の った。

綱 『魯迅 旧詩箋注」,張 向天著,広 州,広 東人民 出版社,1959年,166頁 。張 向天

は 「家 庭の破滅」 とい うことば を解説 して,国 民党 の有 力な官僚許紹 様が郁達 夫

の妻を奪 い と り,か れを 杭州に いたた まれ な く した,と い ってい る。

紛r魯 迅 日記』下巻,1039頁(1935年12月7日 付 日記),1055頁(1935年4月

30日 付,魯 迅 は この 日郁達夫 に 『准風 月談』を贈 ってい る。1085頁(1935年12

月7日 付)。

㈹1934年 か ら1935年 へかけ てのr人 間世』 には郁達夫 の 自伝 がの った。

訳 者 後 記

この訳稿をのせるに至ったいきさつをちょっと記す。

この論文の値うちを発掘 してくれたのは鈴木正夫氏である。私はこの論文のロ

シヤ語による抜刷を1967年 の5月 に ペ トロフ教授か ら頂いた。 そしてその訳稿を

増田渉先生にお送りし,そ の読後の批評を先生か らお手紙いただいたので,先 生の

お許 しをえて手紙のゼロックスをペ トロフ教授にお送 りしたことがある。その後2

年を閲 して 東洋学文献センター-ue刊第5輯 としてr郁 達夫資料』(東 京大学東洋文

化研究所附属東洋学文献セソタ,昭 和 侶 年10月)が 伊藤虎丸,稲 葉昭二,鈴 木正

夫3氏 の編によ り,立 派な 日本でなければ とてもできないような内容をもりて世に

あらわれた。鈴木氏はどこからともなく,お そらく尾上兼英教授か らか と思うが,

私にペ トロフ先生の 『魯迅 と郁達夫』の訳稿あるを知ったらしい。r資 料』の補遣

作製上一読させてほ しい旨の鄭重なお手紙をいただいた。早速原稿をお送 りしたと

ころ,お りかえ し鈴木氏か らの便 りで,「 早速一読 させていただき,強 い衝撃を受

けび っくり致 した次第です。と申しますのは,お そ らく日本に入っていないのでは



(14) 人 文 研 究 第42輯

ないか と思われ る資料を数多 く駆 使 して,綿 密な私 な どの与 り知 らぬ郁達夫 に関す

る事実 の論証が な され ていたか らです。 ……1一とい うこ乏 で,'今 度 は私の 樗 う1がお

どろいた。観点のちが いか ら増田先生 は この論文を あ ま り高 く買 ってお られなか つ

た ように思 う6私 な どにいた っては,批 評の能力 もな く問題外で あ る。そ うい うわ

けで私 は これ を活字 に しなければ な らない と思 った 。 また鈴木氏 も盛 ん にすすめ て

くれ る。 それで 『小樽商大 人文研 究』 にのせて も らうことに した ど い うわけで あ

る。

参 考 までに記す とこの論文(JIyCHHbHIO曲 且A一Φy)e2,1967年1月 の

『レーニ ングラー ド大学 通報 』に の った もので あ る。表紙 の原文 は次の とお り。

BECTHPIKJIEHレIHrPA双CKOrOyHレ1BEPCレITETA

り
roAvl3A21Hnfl双BanuaTbBTopofi

》KypHaπBNxoZtvaT24pa3aBro双,nogeTNpeHoMepaKa》K,ztoticepHH

回
HcropH別 〔]A3HKロ,πHTepaTypa

BblnYCKl

flHBaPb

l967

va3ノ!aTeJ1bcTBoneHnHrpazLcKoroyHHBepcHTeTa

な お,こ の 論 文 の 最 後 に は 次 の よ うな 英 文 の サ マ リー が あ る 。

FriendlyrelationsbetweenthetwofamousauthorsLuHsUnandyU

Ta-fustartedsince1923.Froml927upto1933theircollaborationsbecame

particularlyactive・Intheperiodofthediscussiononrevolutionary

literatureLuHsUnandY廿Ta-fu'svjewpointsonthesubjectwerealike.

Afterwards,theybothcollaboratedwithsomedemocraticorganizations

(ChinaFreedomLeague,ChinaLeagueofLeft-WingWriters,etc・)a血d

joinedtheireffortsinsupPortingProgressivemovementsofChineseintel-

Iectua}S.

最後に一言 しておくが,こ の翻訳は増田先生や鈴木氏その他の方々にお見せ し

た訳稿を改めたものであって,旧 稿にあ った脱漏や誤ちを訂正 した。たとえば,「迭

祥倣』は 日本語による 訳語が 落ちていたので それを加えて 『こうしなさい』とし

た。岩波版魯迅選集(第8巻)にrこ うする』 と訳 してあ るのを無視したわけでは

ないが,ロ シヤ語の原文では命令形なのであえて 『こうしなさい』とした。中国語

のr送 祥倣』は以上の何れにも訳せ る。しか し私は資料不足で,こ の雑誌を見た こ
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とが ないので,何 れ とも判断で きない。そ うい うことではひ とつ の問題を発見 した

とい え るか も しれな い。何 れが正 しいか 広 く御教示 を賜わ りた い ところで あ る。な

お,鈴 木氏の御指示 に よ りロシヤ語 の原文で郁達 夫 らの作 品な どに原題 のない もの

は補 った。た とえば 『語締』や 『奔 流』 に郁達夫が のせた翻訳 な どはそれで,原 題

と 日本語訳 と同 じに な る 『十 月」,「農夫」,「果樹 園』な どは重 複を避 けた。 この作

業 を行 な うことで,私 の翻 訳の誤 りを正す ことがで きた ことを鈴木 氏に厚 くお ん礼

申 し上 げ る。

この原稿 を編集者に渡 した後ペ トロフ教 授か ら手 紙をいた だいた。それ には先

にお送 りしたr郁 達夫 資料』を補充 す る事項若 干が 書かれ ていた。 そ して これ らは

鈴木正夫氏 の関心を ひ くもので あろ うし.第2版 を出すば あいに も役立つ だろ うと

あ った。それ らの補遺 とな る事 項は 次の とお りで あ る。 「 』は 『郁 達夫 資料』 の

記載。

p.5.『 地是一 介弱女子(後 に 「饒 了勉」 と改題)潮 風 書局1932』

これ には初版 の年 月を補え る。初版 は1932年4月 で あ る。1932年12月 には,

まだ この題名 に よる重 印だ ったが,出 版 所は現代 書局 にな っていた。

p.4.『 在寒風裏(単 行本)世 界文 芸書店1929』

この初版は1929年6月 に慶 門で出た。 その 目次は次 の とお り。1.自 序,2.故

事,3.逃 走,4.馬 蜂的毒 刺,5.在 寒 風裏。

p.1.『 文藝論 集 仙島書店 』

1930年10月 に仙 島書局 の増訂 再版 本が は じめにあげ られてい るが,1926年4

月に初版が 出てい る。

p.1.r蔦 羅集 辛 夷小叢書 泰東書局1923(慶 憲大)… …』

この初版は1923年10月 であ る。

さ らにペ トロフ教授は 『郁達 夫 資料』の ビブ リオ グ ラフ ィに入 っていない もの

と して,次 の書物 をあげ る。

郁 達夫選集 萬象書屋 上海1936年4月 初 版。

p.20.『c90達 夫 詩詞集 鄭子 …喩編 星洲世 界書局版1957・10(4版 序)

……』

この本 の初版 は1948年6月 に 広 州で出た。 附録 の鶉春箋 ・鄭 子…喩作が最後 の

6頁 を しめ る。




